世界の平和　　　　　　　レ ティ フーン トウイ　（ベトナム）
皆さん、こんにちは。私はレ ティ フーン トウイと言います。茨城大学工学部でコンクリート二次製品を研究しています。日本に来て5年になります。
さて、世界平和のためにできることはなんですか？
ここで、ある一つの言葉を紹介します。それは、「家に帰って家族を愛してあげてください。」という言葉です。
[bookmark: _GoBack]これはノーベル平和賞のインタビューの内容ですが、マザーテレサの名言としてとても有名です。世界中で大きい規模の世界平和に貢献してこられたマザーテレサならではのとてもシンプルかつとても重要な意味が込められた名言だと思います。１番細分化された家族というグループが、世界中で不満なく平和であれば何かをしなくてもそこに世界平和が存在することになるという意味です。
しかし、私は、それでもまだ足りないと思っています。人間は生きる時間の80％を同僚、友達、及びその時々に出会う他人と一緒に過ごします。そこで世界の平和につながるために私達にできることは、家族だけではなく周りの人間にもきれいな心で過ごしたほうがいいのです。それではきれいな心とはなんでしょうか。まず、当たり前の感謝に､気づくことです。生活していく上で本当はいつでも「ありがとう」と言えるはずなのですが、お世話になることが当たり前だと思って感謝にすら気づけないのです。物を売ってくれるおじさんやおばさん。会社の同僚からのアドバイス。上司からのご指示・ご指導。友人がいてくれるということ。友人から電話がかかってくるということ。五体満足であるということ。自分が今、生きているということ。知らず知らずのうちに自分はたくさんの人に支えられていると言うことに気づかないといけません。一言でも多く「ありがとう」と言えるようになることで、自分の心をきれいにし、周りにいる人たちの心も一緒にきれいにします。
もう一つは謝ることです。人とうまくやっていくポイントは、話し上手、聞き上手であるといわれます。たしかに話し上手で聞き上手であれば、人とうまくやっていくことができるでしょう。しかし、一番大切な基本的なことができていなければ、いくら話し上手で聞き上手でも、すべてが台無しになります。
それは「ごめんなさい」と謝るということです。人は皆独自の意志を持った人ばかりですから、本当に小さなことでもよく意見や考えがぶつかります。そこで自分が一歩引いて謙虚になることができるかどうかで、その後の友人との関係が決まってしまうのです。謙虚になり、相手の意見を聞き入れて、時には謝ることもしなければ、人との関係はうまくやっていけないのです。糸がもつれたとき、切ってしまうことは簡単ですが、もう元には戻りません。縁を切ってしまうのは簡単ですが、それでは友人を失ってしまうことになるのです。うまくほどくことができれば、元の状態に戻ることができます。謝って、うまくもつれた糸をほどくことができれば、また同じ仲のよい状態になれるのです。謝ることなしに、人とのやりとりはうまくやっていけないと考えましょう。世界平和というとなんだかすごいことをしなければいけないと思ってしまいがちですが、シンプルかつ小さなことでも、自分の家族の中、そして自分のまわりを平和にすれば、きっと世界の平和もくるはずです。　
これで私の発表を終了します。　ご清聴ありがとうございました。
